
（別紙１）
■年度別計画

現 状 将来のあるべき姿を目指した行動計画
取り組むべき項目

平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度

◆自治体病院の継続、安定
的な運営
１ 財政状況や施設規模 ○ 自治体病院等広域化連携検討会議の開催 ○アクション
の適正化による継続的 ・ 平成25年3月27日開催予定 プランの評価
安定的な医療提供体制
の確保

◆医療連携体制の構築

１ 診療情報を共有し、 ○ 道北地域医療連携ネットワーク構想 ITﾈｯﾄﾜｰｸ設置
地域完結型医療を推進 「道北クリスタルネット」構築のための協 ITﾈｯﾄﾜｰｸ運用

議会の開催
ITﾈｯﾄﾜｰｸへの
参加促進

◆在宅医療の充実強化

１ 医療・介護サービス ○ 富良野圏域医療・介護連携検討会議の設 ○連携ﾙｰﾙ･ツ ○連携ﾙｰﾙ･ツ
が継続的、一体的に提 置及び調査検討部会、研修ﾈｯﾄﾜｰｸ部会の設 ールの検討 ールの運用
供できる仕組みづくり 置 平成24年11月21日 平成24年12月14日 ○地域課題の（ 、 ）

○ 研修会の開催（H24.2月開催予定） 調査
○研修会の開 ○研修会の開
催 催

２ 在宅医療と地域包括 ○ 在宅療養支援診療所届出 2施設 ○上記「1」 ○上記「１」 ○上記「１」
ケアシステムが連携し ○ 地域包括ケアシステム 未構築 の取組と一体 の取組と一体 と一体化した
た、多職種協働による 的に実施 的に実施 地域包括ケア
真の地域包括ケアシス システム構築
テムの構築 の推進

○研修会・勉
強会の開催

３ 退院支援や在宅患者 ○ 緩和ケアチーム所有医療機関 無し ○上記「１」 ○上記「１」 ○上記「２」
の急変時における病床 ○ 看取り実施医療機関 ８施設 の取組と一体 の取組と一体 の取組と一体
確保、緩和ケア体制の 的に実施 的に実施 的に推進
整備、在宅医療・介護
サービスとの連携によ
る看取り体制の整備な
どによる在宅医療への
移行推進



現 状 将来のあるべき姿を目指した行動計画取り組むべき項目
平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度

４ 在宅医療推進のため ○研修会の開催 0件 ○研修会の開 ○研修会の開
の研修会等の開催及び ○地域住民への情報提供 催 催
情報提供 ○地域住民へ

の情報提供

◆救急医療の適正利用

１ コンビニ受診の低減 ○平成２４年 ○住民への意
及び救急車の適切な利 救急搬送者数 １５９６名 識啓発
用 （内軽傷者 ６４２名）

救急受診者に占める 軽症者
の割合 ○％の実現

２ 救命率の向上及び予 ○救命手当･応急手当等の講習会の開催 ○救命手当･
後の回復率の向上 ９月１２日開催 応急手当等の

講習会の開催

◆災害対応マニュアルの整
備
医療機関自らの被災に ○策定済み有床医療機関 ○作成促進
備えた災害対応マニュア （２病院 １診療所 計 ３箇所）
ルの作成 ※策定予定あり ２箇所

策定予定なし ３箇所 作成医療機関の割合 ○％の
実現



（別紙２）
※前年度末に次年度の予定を作成■年間計画（平成２５年度）

年間スケジュール
№ （大分類） （中分類） （小分類） 備 考

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３

①会議
１ 富良野圏域医療・介護連携 Ⅰ会議の開催 ②調査・検討専門部会 年6回程度
検討会議 ③研修ネットワーク専

門部会 年6回程度
①研修会 1回開催

Ⅱ研修会の開催※１ ②
③
①

Ⅲ ②
③
①会議

２ 富良野保健医療福祉圏域連 Ⅰ会議の開催 ②各専門部会
携推進会議 ③

①研修会 1回開催
Ⅱ研修会の開催※２ ②

③
①

Ⅲ ②
③

※１ 医療・介護連携検討研修会
※２ 多職種協働による在宅医療提供体制研修会


